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研究の概要 

大学生および若者の職業的キャリア構築に関する研究 

 

アフターコロナ期以降の傾向が緩やかに、かつ

明らかに変化を見せ始めた 2025 年〜2026 年卒の

男女大学生の新卒採用では、昭和のバブル経済崩

壊以降最高の｢売り手市場｣が継続中であり、多く

の学生が複数の内定先を獲得する一方、内定企業

が獲得できず就職活動期間が長期に亘る学生も一

定数存在した。入社後早期に離職する学生の割合

も増え続け、株式会社マイナビ(2025)によると、｢3

年以内｣が 33.8％であり、｢10 年以内｣では 50%を超

えるという。特に 「3年以内」では女性の割合が 33％

(約 3 人に 1 人)と男性(約 4 人に 1 人)より高く、

ライフステージの変化に備えて男性より早めのキ

ャリア形成を考え、より働きやすくスキルが身に

つく環境へと動こうとする傾向が推察される。  

これまでの研究では、定量／定性調査により女

性労働者の就業継続及び職業的キャリア構築につ

いてその実態、プロセスおよび求められる社会適

応を検討してきた。今後は、少子高齢化も進む日本

において、若年の正規労働者が貴重とされる中、大

学生を含む彼ら／彼女らが望まぬ早期離職をせ

ず、かつ自分らしい職業的キャリアの構築と経済

的自立を確立するための支援を考えていきたい。 

 

 

【著書・論文】・「社会人メンターにみる職業キャリア構築プロセス」 

 

研究を通じて得られる知見に基づき、少子高齢化による労働力減少が見込まれる日本企業と若年労働者双方が、

早期離職を防ぎ安心して働き続けられるような、より良い関係性を作っていくための人事／採用制度、教育プログ

ラムの開発に関する科学的見地からの検討、支援及び協働ができればと思います。 

学内では、池袋キャンパスおよび学科内のキャリア関連科目を全般的に担当しています。併せて、産業労働分野

での心理職／キャリアコンサルタントとして臨床現場でのメンタルヘルス／キャリア支援にも携わっており、産

業界の情報についても常に update し続けています。 

本研究の知見より、企業の若年労働者の人事／採用制度・教育プログラムなどの開発支援及び協働が可能です。 
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